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１．事業概要

・西東京３・４・９号線は、西東京市中町四丁目を起点とし、調布保
谷線と交差し、西東京市北原町二丁目に至る延長約３．４㎞の都
市計画道路であり、今回評価区間は西東京市北原町三丁目から
同市西原町四丁目までの延長約１，３８０mの区間である。
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今回評価区間 Ｌ＝１，３８０ｍ

全 体 図

西東京３・４・９線 Ｌ＝３．４ｋｍ



１．事業概要
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１．事業概要

事業の概要

本事業により、調布保谷線と接続する新たなネットワークが形成
され、所沢街道の交通の円滑化や北原交差点の渋滞緩和が図ら
れるとともに、地域の安全性、利便性や防災性の向上の効果が期
待できる。

事業期間

平成２３年度～令和５年度
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１．事業概要

平面図
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横断図

今回評価区間 Ｌ＝１，３８０ｍ Ｗ＝１６ｍ

標準横断図



１．事業概要
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１．事業概要
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１．事業概要

経 緯

年 度 計画等

昭和４２年５月２３日 都市計画決定

平成２３年９月２８日 事業認可取得

令和６年３月３１日 事業認可期間
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２．社会経済情勢等の変化

社会経済情勢の変化

本路線周辺の平成２７年度の現況交通量は、平成２２年度と比
較して、横ばいとなっている。

現況自動車交通量【所沢街道】（道路交通センサスによる）

平成２２年度：１０，３４０台/12ｈ、平成２７年度：９，４８２台/12ｈ
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交通センサス観測地点

今回評価区間 Ｌ＝１，３８０ｍ

凡 例
事業中

完成・概成



２．社会経済情勢等の変化
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関連する他事業等の進捗状況の変化

①西東京３・４・９（Ⅱ期）

凡 例
事業中
事業中（周辺事業）

完成・概成

路線名 着手 用地 工事

①
西東京３・４・９

（Ⅱ期）
平成２６年度 ３２％ 未実施

② 東村山３・４・１１ 平成６年度 １００％ 実施中

③ 東村山３・４・１８ 平成１０年度 １００％ 実施中

今回評価区間 Ｌ＝１，３８０ｍ

②東村山３・４・１１

③東村山３・４・１８



２．社会経済情勢等の変化
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関連する他事業等の進捗状況の変化

東大生態調和農学機構周辺地区計画が平成２７年度に告示

今回評価区間



２．社会経済情勢等の変化
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関連する他事業等の進捗状況の変化

出典：西東京市HPより

東大生態調和農学機構周辺
地区計画では既存のみどり豊
かな空間を確保すること等を目
標に建築物の高さや形態、色
彩の制限などを定めている。 緩衝緑地

公園

区画道路

歩行者
専用通路



３．事業の投資効果

定量的効果

現在価値化総便益 １４５．５億円

走行時間短縮便益 １３０．５億円

走行経費減少便益 １３．０億円

交通事故減少便益 ２．０億円

【便益（Ｂ）の算定】

現在価値化総費用額 ８４．４億円

工事費 １３．１億円

用地費 ６５．９億円

維持管理費 ５．４億円

【費用（Ｃ）の算定】

【費用便益比（Ｂ／Ｃ）の算定】

Ｂ／Ｃ ＝ １．７

※費用便益分析マニュアル（国土交通省 平成30年2月）に基づき分析
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３．事業の投資効果

定性的効果

＜交通＞ ＜防災＞
・交通渋滞の解消 ・緊急車両の走行
・物資流動円滑化への寄与 ・災害時の避難路の確保
・バスの定時性 ・延焼遮断
・迂回交通の減少

＜景観＞ ＜安全＞
・都市景観の向上 ・交通事故の減少

・バリアフリー化
＜くらし＞ ・自転車や歩行者のための
・公共施設へのアクセス向上 空間確保
・土地利用の転換・高度化

13



３．事業の投資効果

定性的効果
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所沢街道の渋滞が解消される
＜交通＞ ・交通渋滞の解消

今回評価区間 Ｌ＝１，３８０ｍ

①
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３．事業の投資効果

定性的効果
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渋滞箇所である北原交差点などの渋滞が解消される
＜交通＞ ・交通渋滞の解消

①北原交差点

今回評価区間 Ｌ＝１，３８０ｍ

調
布
保
谷
線

②北原町一丁目交差点

③田無三丁目交差点

③②

①

東側から撮影

東側から撮影 北側から撮影



無電柱化・自転車レーンのイメージ

武蔵野３・４・２４：幅員１６ｍ、歩道幅員３．５ｍ

３．事業の投資効果

定性的効果
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電線共同溝の整備や自転車レーンを設置することにより、都市景観の向上や、
自転車や歩行者のための空間創出が見込まれる。

＜景観＞ ・都市景観の向上
＜安全＞ ・自転車や歩行者のための空間確保

西東京３・４・９ 現在の状況



３．事業の投資効果

定性的効果
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田無第二中学校や西原自然公園などへのアクセス性が向上するとともに、東京大学
農学機構や西東京いこいの森公園は、西東京市の広域避難場所に、田無第二中学校
や日本文華学園等は避難施設に指定されているため、災害時の避難路が確保される。

＜くらし＞ ・公共施設へのアクセス向上
＜防災＞ ・災害時の避難路の確保

今回評価区間

東京大学大学院農学生命科学
研究科付属生態調和農学機構

西東京いこいの森公園
田無病院

谷戸小学校

田無第二中学校

日本文華学園

西原自然公園



４．事業の進捗状況

事業費の執行状況

用 地 費 工 事 費 合 計

全体事業費 ５，５４０百万円 １，１３２百万円 ６，６７２百万円

執 行 済 額 ４，７９６百万円 ６０２百万円 ５，３９８百万円

執 行 率 ８６．６％ ５３．２％ ８０．９％

用地取得状況

取得予定面積
（Ａ）

既取得面積
（Ｂ）

用地取得率
（Ｂ／Ａ）

１８，６０１㎡ １５，６５５㎡ ８４．２％
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（Ｒ１年度末時点）



４．事業の進捗状況

一定期間を要した背景等

・多くの地権者から事業への理解・協力を円滑に得られたが、一
部権利者からの協力を得られておらず、用地折衝に時間を要して
いる。
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事業の進捗状況・残事業の内容等

・すでに大部分の用地を取得しており、周辺住民の当該事業に
関する理解も得られている中で、残る地権者との折衝を継続し
ている。

・起終点部及び用地取得済箇所の街路築造工事及び電線共
同溝設置工事等を行っていく。



４．事業の進捗状況
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事業の進捗状況・残事業の内容等

・「東京における自然の保護と回復に
関する条例」に基づいて、環境に配慮
した計画としている。

〇樹高が高くなる樹種の選定

（緑のシェルターを設置）

〇照明光の拡散防止対策

〇施工機械は低騒音・低振動、

色彩等にも配慮

〇昼間施工

〇オオタカのモニタリング調査

出典：西東京市HPより

緩衝緑地

公園

区画道路

歩行者
専用通路



４．事業の進捗状況
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今回評価区間

起点部の施工状況

②①

終点部の施工状況

凡 例
現在工事箇所

①

②



５．事業の進捗の見込み

今後の事業の進捗見込み

引続き、用地取得を進める。

用地取得箇所より順次、排水施設設置工事、電線共同溝設置工
事を進める。

22中央部用地取得状況



６．コスト縮減等

新工法、事業手法、施設規模等の見直しの可能性

・一般的な街路築造工事であるため、施工にあたって、新工法等
による新たなコスト縮減の可能性は極めて少ない。

・平面の街路築造工事であり、工事も進捗していることから、事業
手法、施設規模等を見直す可能性はない。

コスト縮減の取組

・施工にあたっては、建設発生土の再利用や再生材の使用を
行っていく。
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７．対応方針（原案）

• 本事業により、調布保谷線と接続する新たなネット
ワークが形成され、所沢街道の交通の円滑化や北原
交差点の渋滞緩和が図られるとともに、地域の安全性、
利便性や防災性の向上の効果が期待できる。

• 中止の場合は、事業効果を発現できないだけでなく、
これまでの投資に見合った整備効果も得られなくなる。
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